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饿
十
三
偺

(

八七ニ

)

雅
錄
肫
戰
赀
作
の
調
毫
吿
逬 

の
瘦
を
«
し
く
す
る
も
の
で
ぁ
る
。
此
の
如
き
行
爲
は
て
：尙
ほ
籍
1:
續
げ
て
白

b
o

賞
に
鸯
泰
を
危
險
に
、
防
，領
を
攻
_

に
■、
‘保
識
を
強
製 

に
||
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
.。
加
之
、
此
の
如
き
好
爲 

^

^
烈
に
®
抗
ず
る
力
な
き
：小
弱
國
の
獨
立
を
全
然
否 

認
す
る
も
の
で
あ
る
。
抵
抗
を
敢
て
す
る
國
民
の
生
命 

に
對
す
る
攻
撃
で
あ
つ
て
、.
X其
の
#

®
を
^
く
す
'る 

攻
擊
で
あ
る
。
然
も
抵
抗
が
試
み
ら
れ
た
る
前
、
攻
擊 

港
は
惡
魔
の
誘
惑
を
以
て
、
名
*

の
犧
牲
に
對
し
て
、/ 

-物
贺
的
辨
償
を
,
出
で
た
の
で
：あ
る
。；
國
際
法
の
違
反
.
 

は
此
の
如
く
し
て
、
國
際
的
權
利
：の
极
本
原
瑰
た
'5
國 

家
の
獨
立
に
對
す
る
攻
«

0'
罪
を
一
層
加
へ
た
の
で
め 

"な
。
此
の
如
く
し
て
、
.故
意
^
且
之
R
對
し
貴
任
.あ
'る
し 

人
々
の
行
爲
を
辯
護
す
る
能
は
ざ
る
目
的
の
爲
、
高
壓
，
 

的
暴
行
は
國
際
的
約
求
に
對
し
て
加
へ
ヾ
ら
.れ
た
の
で
あ 

'
る
。

:
: 

' 

• 

. 

•;
:.
:

:
:
'

.報
®
書
は：

斯
ぐ
遂
行
せ
ら
れ
た
る
W

®
に
對
し
、
其

'

然
る
に
も
拘
は
£>
,ず
、
本
委
員
會
ば
責
任
あ
る
！3^

 

者
IJ
ち
■
入
：(

而し
： .

て
殊
に
前
®
帝)

：'
.
に

對

し

上

の

如
 

き
中
立
蓮
反
て
ふ
#
別
の
項
目
に
*

て
刑
法
上
の
罪
を 

E
す> 3 

を
爲
す
能
ば
す
ビ
の
»
見
で
あ
る
。
然
し
乍 

ら
本
婺
員
會
は
國
際
法
並
び
に
_
際
間
の
信
用
に
對
す 

る
是
等
の
甚
だ
し
き
暴
行
を
以
て
、
苹
和
會
議
が
公
然 

Iた

る

’
罪

の

宣
W
の
主
s-
f.
2
:ら
U
む
可
ぎ
w:
5f
思
#
す
る 

崔
に
是
等
の
罪
惡
を
$

*
視
す
る
_の
で
あ
る
。

,

最
後
：に
報
*

書
.は
_

戰
責
任
者
.並
び
.に
中
立
違
反
0
 

.
行
，爲
に
對
じ
て
特
別
0

方
策
或
は
.特
別
の
.機
關
を
設
く 

可
き
事
' 

將
來
か：

>
る
董
大
な
る
，國
際
法
ii
s

に
*
じ 

そ

刑

g
を
.規
定
す
可
き
事
を
平
和
會
議
.に

提

唱

し

て

.
居
 

る
。
：尙
：ほ
戰
#

の
法
規
&

び
»

習

並

び

_
に

人

道

の

法

則
 

■
に
違
反
し
.た
る
犯
罪
V 

.前
1

ニ
十1
1

ケ
.條
以
外
の
犯
罪 

を
處
罰
せ
^

好
爲
、
；可
成
交
戰
_

の
膨
_

に
成
^
高
等

の.
正

：
當

な
.
る
：：恐

，
の

煞

を

表

.
明

し

相

る
'後
、
：冷
靜
に
歸
$

裁
判
所
の
僮
®

を.
主
張
し
て
届
る(

完)

。

I
f

經

濟

_

史

廳

論

の

慎

値

(

s

，

因

. 

|

:

.

.

二
：

,
自
己
を
中
心
と
す
る
各
個
人
が
家
族
函
家
等
：の
形
式 

に
依
つ
て
他
の
個
人
と
結
合
さ
る
、
は
、
す
で
に
前
郁 

に
述
べ
^

る
が
如
ぐ
、
利
己
ょ
り
生
じ
た
る
便
宜
上
の
：

成
*:
な
れ
ど
も
、
谷
個
人
を
斯
く
結
合
す
る
に
至
ら
し 

め
^
る
原
因
は
是
を1

1個
の
：愛
着
に
歸
す
る
、と
を
得
べ
,- 

し
。-V

は
前
述
せ
：る
が
如
く(
I
)

把
物
的
愛
着
足1

1)

理 

解
の
愛
着
，ビ
5
り
。
生
物
的
愛
着
と
ふ
は
す
べ
て
の 

動
物
0:
有
す
る
無
意
識
：的
結
合
9
感
情
.̂
し
て
理
解
の「

j 

愛

.#w

は
之
に
反
し
て
意
識
的
に
:*
愛
着
す
る
も
の
な 

ぅ
。
.俞
者
の
生
物
的
な
る
に
對
し
て
後
老
は
、稍
々
.嚴
密
。

な
ら
ざ
る
意
味
に
：於
S

神
的
^
稱
す
‘る
を
#

ベ
し
0

.

素
.

別

の

：限

界

は

：嚴

格

：

^
是
を
.確
定
^

i
. 

M

第
十
三
潘
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八
七
2)

雜

錄
 

' 
純
濟
的
史
湖
論
の
偵
値

.j

と
：極
め
：て
容
易
な
ら
^
れ
ど
%•
’
吾
人
♦か
世
*

の
生 

活
：現
象
^
眺
む
る
時
？
.:
:そ
1こ
に
何
等
か
の
相
違
の
存
す 

る
'が
如
く
见
#

し
得
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
然
ら
ば
先
づ
斯 

如
き
生
物
的
威
情
の
.限
界
を
何
處
に
求
む
べ
き
や
。
.
：

:

實
に
吾
人
耙
し
丈
靈
妙
不
测
の
驚
嘆
の
聲
を
發
资
ざ
，
 

る
を
得
ざ
ら
し
ひ
る
も
の
^
此
の
世
界
に
於
ば
る
數
 々

の
生
活
現
象
な
り
。
'兒
ょ
、
人
跡
絕
え
た
る
深
谷
の
！

e

 

合
に
も
妖
麗
な
る
裝
を
«
.へ
ゝ
明
げ
を
も
淥
た
5

® 

の
花
に
む
可
憐
の
姿
を
現
.
.し
む
。.
而
も
ず
ベ
て
の
生
-
 

活
歡
體
が 
或
ほ
5
^

相
食
み
相
€-
ふ
に
.も
拘
ら
ず
、
を 

乙
'は

》

道
'の
.調
和
を
生
匕
、
各
々
羝
の
生
活
を
繼
續
ザ 

ん^.

ず
る
.有
*
は
、
人
'智
r

以
て
測
ん
'
ベ
か
ら
^

る
#_ 

秘
の
境
^
り
。：
科
學
の
力
は
或
ば
彼
等
.の
素
®

^
を

 ̂

解
し
、
*

の
個
體
發
生
：の
逍
：程
^
明
瞭
に
す
を
>」

と
を
：
.
 

得
べ
し
。
.其
の『

何
も
、の
る
か
に
對
し
て
は
木
十
分
ハ 

年
.ら
も
侗
等
か
.の
^

^
を

下

す

《

を

得

，
べ

し

、
リ
癸
れ
ぺ 

^

_
货
何
故」

作
る
娘
播
雜
1,
そ
ば
遂
^
何
等
0
<»
^

い

パ

, 

第
兮
跳
ン
七
1
,ノ



f
 

,(

八
七
四)

雜

-
錄

，
經
濟
的
史
觀
蹄
の
偵
値 

笫
七
摅
七
二

.

. 

- 

.

-■:
/

t

冬
得
ざ
る
衣
b

o
或
は
宗
敎
的
神
秘
の
雲
に
鞘
晦
せ
然
备
が
ず
余
は
^

_

#
の
#

^
に
'»
し
て
.
|

ざ
る
を
相
す
。
斯
如
き
注
物
界
の
不
可
1̂
0
行
動
に
對 

し
て
"
而
4
吾
人
々
類
自
身
の
行
動
の
不
可
解
の
部
分 

に
對
.L
て
、：、VV
人
は
是
を
本
能
と
呼
ぶ
。「

か
、
る
故
に」 

tt
T
^
Rあ
■.ら
ず
し
て
、
し
か
せ
^
る
^
得
ざ
b
し
故
に 

し
か
す
る
な
り
。
邡
處
に
何
等
理
性
的
剑
斷
は
存
せ
ざ 

，る
な
り
'' 人
類
以
外
の
殆V」

す
べ
て
の
生
物
は
斯
如
き 

力
の
下
に
の
み
興
の
生
活
现
象
を
繼
績
す
る
な
b
。
勿

觀
を
抱
自
：
由意思

©
發
現
艺
見
る
が
故
.に
、
俄
に 

シm

。へ
ン
ハ
ク
工
火
の
所
說
に
首
肯
し
得
ざ
る
も
の
な 

り
。
.斯
如
&
人
類
生
活
の
動
機
に
於
け
る
一
一
個
の
對
立 

本
能
ヒ
自
_
意
.思
す
の
.對

立

：：
に

對

し

て

、

殿

密

な

る
區
^
を
な
す
ゾ
V-v

j

r

得
す
。
然
乍
ら
吾
人
が
本
節 

の
劈
頭
に
陳
べ
た
S

--
*個
の
愛
着
の
對
立
は
、
fe
i

lf
c 

I 

，
の
謝
立
ヒ
氣
脈
相
通
.ず

る

あ

る

も

の

、

存

す

る

}̂
あ

ら 

論
シ
ョ
ぺ
ン
ハ
ゥ
ユ
ル
>

-:
&

日

s
p
h
o
p
e
n
h
s
e
r

の
如
一
ず
や
。
即
ち
本
能
に
依
る
生
活
は
全
生
物
^
共
通
な
る 

<
:、
:A
類
の
自
由
韋
思
を
.否
足
し
.去

つ

て

、

す

，
ベ

て

；大

i:

無

意

識

的.結

合
®
生

活

な&
。

自

由

意

思

の

生

，活

は

.略 

地
黹
物
の
現
象
は
叢 <

-
1

, ^
意
思
l

'o
の
發
現
に
外j

々
人
類
特
有
な
る
.趣
解
.的
意
識
的
の
生
活
な
り
>
.
®人 

な
、も
ず
、
而
名
斯
如
含
意
思
は
盲
栢
的
に
し
て
求
め
て

\

々
類
の
生
活
は
常
に
此
の
兩
潘
に
依
b

て
左
右
3
る
。 

饱
く
こ
ど
を
知
ら
ざ
る
も
の
な
ぅ
S
せ
ば
、
人
類
の
行j

'.
從

つ

て

吾

人

の

歷

史

も

亦

此

：
の

爾

者

に

侬

，
^

て

支

配

S 

動V
J

雖
も
是
亦
本
能
に
過
ぎ
ず
。
.鳥
•の
巢
蜘
蛛
の
網
が
る
。
す
で
に
前
述
せ
る
が
如
く
本
節
に
於
て
は
先
づ
前 

_
知
の
所
產
に
ぁ
ら
ず
1>
で豫满なタ本能の所產な者（
本能的生

.活
を
論
究
し
て
經
濟
的
史
觀
驗
のJ: 

る
が
，如
ぐ
、
電
燈
も
飛
行
機
も
}

は
.人
類
容
知
の
所
產
：
限
界
を
發
見
せ
ん
さ
欲
す
。

に
あ
じ
ず
し
て
其
の
本
能
の
成
朵
代
過
ぎ
ず
。
集

し

て

如

何

な

.る
程
度
迄
を
目
し
て
本
能
な
b
と
^
^
る
や

i

s

s

i

l

の
問
題
は
す
で
に
云
へ
る
が
.如
く
困
難
な
る
問
題
な
り 

「

ッ
エ
ル
ッ
千
リ
ス」

ビ
稱
す
る
峰
の
如
&
蠅
は
自
己
.の 

卵
を
、
孵
々
た
る
後
其
の
®
^
な
る
べ
き
猫
の
體
內
に 

康

む：、：

而

名

其

の

鏃

め

腐

:®
を

恐

れ

て

單

に

運

動

神

經
 

Q

中
樞
を
刺
し
て
、
其
の
^

體
ど
麻
^
さ
す
る
に
過
ぎ 

中
ビ
云
ふ
°
然
乍
ら
斯
如
き
行
爲
はp

令
如
何
に
S

,
 

に
行
は
る
、
と
す
る
咚
本
能
的
行
動
^
過
答
ず
。
又
小 

傲
の
，

T
.

興「

ス
チ
ッ
ヒ
ッ
ン
ダ」

の
雄
は
雌
の
產
卵
期
に 

な
名
や
水
®:
を
以
つ
て
m
を
造
ザ
_
を

-1
.
て
產
卵
せ
し
.
 

め
た
る
後
"
卵
の
土
に
精
液
を
注
ぎ
受
精
さ
せ
、卵
の
：土 

に
坐
む
て
、鰭
を
動
か
し
、
新
鮮
な
る
水
と
交
換
せ
'し
め： 

:

卵
^

»
す
こ
V

R
些
か
^
注
意
を
■怠
ち
ず
S
云
ふ
。
.更 

.

.-R

.其

.の
子
を
口
中
に
#
み
て
、
敵
か
ち
の
危
.險
を
防
* 

.
'す
る
^
.
,云
'ふt 

.ハ
1
ニ
グ.
'ル

.フ
ア
■
ミ
プ
ア
ス
.」

と
稱
す
る

傲
の
如
き
、.

恰
も
<

類
に
於
け
る
親
の
愛
若
し
<

は
家. 

族
的
曼
惝
に
彷
彿
た
り
'，
俠
'乍
ら
斯
如
き
は
す
べ
て
何 

等-
意
见
の
發
動
せ
る
も
の
に
ぁ
ら
ず
、
本
能
に
基
く
必 

狖
十
ーS
 

(

八
七
$

雜

錄

經
濟
的
史
製I

の‘

然
的
行
動
©
み
。
人
類
の
血
族
的
戴
情
、.
創
作
的
欲
望 

©
•
1

•部
も
亦
斯
f

本

能

的

.行

動

の

發

展

に

過

ぎ

ず

a 

:

斯
如
き
本
能
的
行
動
に
依
.る
'人
類
の
生
活
は
、
換
言 

す
れ
ば
衝
動Hrieb 

.を
^
心
S
す
る
も
の
に
外
な
ら
ず

福
き
感
情
の
感
覺
若
し
く
は
表
象
に
侬
つ
‘て
、
何
等
反 

潘
す
る
こ
ビ
な
く
、
一
 

定
0
目
的
意
識z

w
e
c
k
b
e
w
u
s
s
t
-

 

S
-S
.
Pを
も
有
せ
す
、
あ
る
欲
望
を
滿
足
せ
ん
と
、
又
は 

不
愉
快
を
避
け
、
愉
快
を
«
#
せ
ん
と
す
る
意
志
刺
激 

'
willensimpul?

R
侬
る
生
活
な
b
。

そ

は

.
或

は

原

始

的
 

反

射

作

用

と

し

，て

"
或

は

個

々

の

經

驗

的

に

得

ね

.る

習 

:性
と
し
.て
、
#

個
體
が
其
：の
生
活
に
對
す
る
適
合
性 

z
w
e
c
k

B.,sss〗 g
k
e
i
t

た
る
な
办
。
斯
如
袅
衝
衡
的
行
動
が 

:

如
何
に
吾
人
々
u

l

i
Bf
大
な
る
影
響
を
與
ふ
る
.'
 

か
は
、
恐
ら
く
菩
人
の
想
像
^
.る
以
上
な
る
べ
し
。
異
'
 

性
，相
求
む
る
の
情
は
、
そ
が
不
具
^
あ
ら
ぎ
る
以
上
、
 

冷
靜
な
る
W
性
判
斷
以
上
に
出
す
る
こ
S
少
な
が
&
ざ 

る
べ
く
、
認

識

欲desire 

for 

d
i
s
t
i
n
&
o
n

の
强
烈

1
' 

、
 

第
七
铖
七
芑
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な
る
こ
ビ
は
華
弟
な
る
衣
服
、
高
似
な
る
裝
钸
品
が
市 

場
に
於
て
• »
.だ
多
ぐ
賣
質
せ
ら
る
：、
に
.
依
つ
て
も
、
是 

を
察
す
る
こ
^
を
■得
べ
し
。
S
入
が
市
場
に
て
物
品
を 

購
入
す
る
際
^
、
其
の
判
斷
を
決
定
す
る
は
？
常
に
必 

,ず
し
も
其
の
物
品
の
效
用
と
自
己
の
欲
^
程
度
ど
を
一 

.

々
i t

較
考
i t

し
て
決
定
す
る
に
あ
ら
ず
。
斯
如
&

は
單 

に
：■一
 

個
人
の
場
合
R
の
み
限
る
ベ
か
.ら
す
、
國
際
間
苦 

し
く
ば
階
級
問
に
於
て
も
同
欉
な
ぅ
。
殊
に
多
人
數
鮮 

集
せ
る
場
合
の
如
き
、
^
常

冷

罾

を

#
處
ず
る
を
以
：

:

つ
て
誇
と
す
る
者
す
ら
、
彼
®

身
の
判
斷
ガ
を
喪
失
I: 

て
、
姊
翁
R

從
つ
て
®
®/
す
る
は
、
勿
||

&.

鮮
集
的
心_
 

•
の
特
殊
な
る
場
合
な
b
 
S
雜
も
、
是
亦
人
類
の
本
能
的 

.
行
動
の
|
に
し
て
、
鮮
集
的
街
励
^
從
つ
て
勸
作
す
る 

も
の
と
一K

ふ
ベ
し
。
斯
如
き
本
能
的
行
動
の
原
因
を
探 

れ
ぱ
、
或
は
心
理
學
上
莽
し.
く

は

生

物

；學

土
:.
あ

る

程 

度
迄
造
を
發
見
し
得
べ
し
。
：例
：へ
ば
あ
る
相
應
の
資
產 

を
有
す
る
婦
人
が
あ
る
大
商
店
に
，て
萬
引
を
じ
た
b
 
S

せ
ん
.か
、
#

4

は̂
»

の
物
品
を
»

入
.せ
ん
と
欲
^
れ
：ぱ 

.
^

に̂
»

入
じ
#

る
：資
產
：を
有
す
、
然
る
に
尙
ほ
.

'盜
：め
：り
。
其
の
原
因
を
探
る
時
は
V.
或
ば
强
烈
な
る
所 

有
本
能
.に
驅
ら
れ
た
り
ビ
岚
る
を
得
べ〜

-、
或
ば
.背
險 

\  
.的
本
能——

盜>
5

も
做
ほ
發
見
せ
ら
れ
ず
ど
云
ふ
興
味 

\

上
り
摩
し
た
り
S
も
云
ふ
を
得
：ベ
く
、
做
ほ
亦
波
女
の 

I:

精
神
的
異
常
は
も
歸
す
る
を
得
ベ
し
。
斯
如
き
«(
因
0.

I 

.探
索
は
あ
る
程
度
迄
«
办
：興
實
を
.語
>
、
實
際
上
#
益 

.な
る
'ベ
し
と
*
も
、
如
何
な
る
程
度
迄
^
の
眞
實
性
を 

一
明
瞭
に
な
し
得
る
や
は
疑
間
な
り
と
す
。
殊
に
斯
く
あ 

一'
る
出
來
礙Q

e
s
c
h
e
h
e
n

の
原
因
の
探
究
は
こ
、
R
滕
史 

|
的
因
梁
關
係
に
關
す
る
典
味
あ
る
問
題
を
惹
起
す
0 

I

パ
あ
る
最
初
の
事
實
は
常
に
如
何
な
る
場
所
に
於
て
も 

あ
る
他
0
事
實
を
截
起
す
と
せ
ば
、
是
等
兩
翁
問
に
因 

果
關
係
あ
り
ビ
斷
定
す
る
は
何
人
も
異
論
な
か
る
ベ
し 

然
乍
ら
*
し
最
初
の
事
實
ミ
問
ム
時
間
に
同
'

1

場
所
に 

於
や
他
®'事
實
が
を
れ
所
ぬ
惹
顧
せ
比
V
後
の
歌

ハ
實
は
少
く
と
も
純
粹
に.
は
外
的
に
分
明
な
ら
す
。
然

る

.的
行
動
の
«

類
を
|
:
丨
ム
ス
が
典
の
著「

心
乳
學
历 

一
に
：事
實
此
宇
宙
の.
諸
現
象
は
多
钝
多
辚
な
る
原
因
結
果
现
.

」
P

rin
cip

le

 

o
f  

p
sy

c
h

o
lo

g
y

に
#

く
る
奴
に
砍
つ
て 

が
錯
雜
し
て
生
じ
-/
2

る
も
の
な
今

0

今
あ
る
馥
雜
な
る.

見
る
に
、
氏
ば
ブ
ハ
ラ
イ
エ
ル
、P

re
y

e
r

シ
ュ
ナ
ィ
テ
V
 

總
&

说
象
<

と
云
ふ
狀
態
が
？
ビ
云
ふ
狀
態
に
變
化
しS
c
h

n
e

id
e

r

兩
氏
の
'硏
究
に
基
き
左
の
如
き
も
の
を
.箅 

た
り
と
せ
ょ
、
M
U
^
A 
f
t.
a.
b -
c 
s. 

Z 
^
 
X 

y
 
z 

0 

\

へ
た
り
。
即
ち(

1

)

吸
入
、
鳴
0

、
齒
ぎ
し
り
、
紙
む 

諸
現
象
ょ
り
な
’る
€
假
定
せ
ん
R

、
恶
し
菩
人
が
'
他
の
;;
:
|
顏
を
し
か
む
、
唾
す
。

2

)

手

を

打

つ

，
、

遠

&

物

狱

を
 

總
合
現
象
が
栌
Z1
な
る
現
象
に
變
化
せ
る
際
、
其

の

素

指

示

す

、欲
望
を
聲
に
し
て.
表
示
す
、I

民
P
P
&
を
の 

成
現
象
を
^

る

に

^

はa 
c 
d
に
し
て

71

は
“ >

 

Z
な

j  

o
f

象

re

 

(

3

7

物
體
を
ロ
'
に
運.
'ぶ
、( .
4 )

泣
く
、
笑 

ら

ん

4
、

菩
人
は：

a

と
Z,

ヒ
の
間
に
.特
殊
の
因
果
一 

'ふ
て
^

減
を
侧
.
'に
向
向
け
る
。
'
?

)

頭
^

直
立
す
。
 

.
關
係
を
認.
’む
ざ
に
亜
る
べ
し
\

斯
し
て
す
べ
て
の
.諸
视 

一H
o

ld
in

g
...h

e
a
d

 

e
re

ct.  
2

坐
る「

8

)

立
つ
。
a

)

移
動 

.
象
を
»

察
し
七
こ.
'
に
法
則
を
發
見
せ
ん
$

す
る
努
力\  

L
o

c
o

m
o

tio
n

.

1 0)

發
音
、(

1 1.)

獏
倣
、(3

 }

鱗
#
、敵
ほ 

は
果
し
て
如
何
な
る
程
度
^
可
能
な
り
ゃ
ぐ
祓
雜
爹
樣
一
ぺ
13)

喧
曝
ず
き
、.
怒
り
'、
怨
み
、(

14)

隊
« '
{

15)

狗 

.
の
社
會
现
象
€

滕
史
^

法
則
ビ
:0
間
題
如
何
1
2
就
て
は
ー
獵
性
自

6 h
u

n
tin

g

 

iln
c

t
.  

(

1 6)

恐
れ
、

(

1 7)

掼

俏 

共

に

第

阀

の

膝

史

：
^
法

則

の

問

題

と

^

濟

的

史

觀

論

ビ
Ap
pr
o
pr〖

a
t
io
n.
^
#
c

1 8

')

s
6

^
K
Ie
p
to
Bs
ia.(

1 9)  

の
：
亂

係

を

論

す

：る

際

に

：
讓

っ

て

、

)

こ
-
、

に

は

蹲

に

問

題

丨
»

設

性c
o

rik
ru

c
fn

e
s
s
,v

2 0)

避
戯」

(

2 1)

妤
母
心
o, 

を
提
起
す
る
に
止
む
ベ
じ
' 

'

.

(

，22)

社
交
性
及_

内
氣
3
^
1

1^

';.(

，膝
：

)

隱

匿

性
^
 

可
び
本
能
め
問
題-,
へ.歸
る
。
今
斯
如
き
人.
類

の

木

能
0:
き
；̂
3
5.

24)

淸
潔
、、
25
1

遜
^
<:
^
身
.

溢
恥
C
2G)
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1

饿
十
a
潘

(

八
七
八)

‘

雜

錄

經
濟
蝥
觀
輪
の
偾
値

锁
七
M

七
六

入
す
る
技
巧
は
ょ
く
自
己
を
成
長
せ
し
む
る
第
一
谐
悌 

た
る
べ
ぐ
、
模
供
の
本
能
梂
&
‘が
生
活
を
し
て
改
善
せ 

し
む
べ
く
、
恐
怖
、
憤
怒
の
性
情
は
自
己
の
生
命
の
敵 

に
對
1

る
必
然
的
發
露
沒
る
ベ
し
。
W

ち
吾
人
は
是
等 

本
A
nの 
'.
根
オ
^

^
き
ん
ヒ
> す
る
本
能
.の
#
ff
i
す
る
こ
- 

を
知
る
。
生
存
せ
ん
S

す
る
欲
求
は
、
宗
敎
的
哲
學
的

嫉
广
妬
巧)

戀
愛
、(

28)

親
の
愛Parental L

o
v
e
.

等
な 

6
.0
而
し
て
氏
は一

々
是
等
を
詳
細
に
説
明
し
た
る
後 

永
能
の
起
源 

Q
r
i
g
i
n

fc
_

t

v

y:.
;
?:

'
^
^

 ̂ラ
マ 

ル夕
-.L

a
m
a
r
c
k

ダ
1
ウ
イ
ンD

a
w
i
n

ブ
イ
ブ
マ
ン

|

^

«

|諸
ft
の

還

を
紹
介
せ
り
と
然
乍
ら
乙
S :

に
是
等
.の
諸
說
を
記
述
す.
ベ
&

必
要
を
見
ず
。
ょ
し

そ
れ
が
^
昝
喪
失
說T

h
e
o
r
y

 

of lapsed, 

i

l

f
 

ce. 

に

は

何

等

か

の

意

義

を

附

す

る

，

；

と必
ず

：：}

も

難

き

に
 

た
る
：と
、
反

射

說R
&
e
x

 

T
h
e
o
r
y
,

た
る
と
、
若

し

，
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
斯
如
き
は
少
數
者
の
み
ょ
ぐ
理
解
し 

く

は

羞

狗

汰

說I
r
a
l

 /selection 

,

T

h

l

f
 

j :

得
る
所
、
普
通
：一
般
の
人
問
？

ぅ
て
は
生
存
す
る
が 

と
を
論
せ
す
、
斯
如
き
本
能
を
獷
得
せ
る
こ
《
は
を
れ
一
故
'に
生
.存
す
る
の
み
、
何
が
故
に
生
存
す
る
か
は
彼
等 

か

「

各
々
特
に
完
全
^
!形
に
創
造
？
S

る
か
、
或

は

に

と

り

V

蓄
の
間
題
に
f

ず
。
斯
如
き
生
存
f

: 

次
餘
に
發
展
し
た
る
か」

そ
の
何
れ
？

を
開
は
ず
、
.|
す
べ
て
の
人
f

 

_

甘
ん
$

る
事
實
の
持
續
に
對 

五n

人
办
自
己
を
主
張
し
、1
若
し
く
は
®
己
を
維
持
す
る
M
j
:し
て
最
後
®
而
し
て
最
善
の
努
力
を
管
し
む
。
ア
ン

上
に
、
最
も
好
都
合
な
る
も
の
な
る
こ
ど
.を
知
れ
ば
£
 

:
れ
ふ
。
上
述
せ
る
ジ
チ
ー

ム
ス
の
擧
げ
た
る
多

種

な

、
る 

I本
能
を
見
れ
ば
、
.
*

㈣
に
そ
れ
等
が
自
己
の
生
命
を
持 

織
す
^

に
使
な
名
.か
‘を
知
b

得
べ
し
り
，幼
時
廒
乳
を
双

士
ン
、
メ
ン
ガ
ー
等
の
■主
張
す
る
生
存
權
の
理
論
的
a
 

據
が
如
何
な
る
學
理
に
基
く
^

す
る
も
、
®

\

は
其
の 

根
本
に
斯
如
き
生
存
せ
ん
.ふ

欲

す

..る

本

能

的

欲

璧

の

^
 

足

を
.必

：然
.
£
に

要

求

す

、
る

も

の

な

る

' こ
S

を
%

る

。
W
.

し
て
ぁ
ら
ゆ
る
他
の
本
能
を
超
越
し
て
、
，且
つ
典
の
根 

本
と
し
て
生
き
ん
^
す
る
本
能
は
强
カ
に
吾
人
の
行
爾 

を
支
配
す
。
生
稆
欲
の
必
然
的
农
爾
た
る
死
に
對
す
る 

恐
怖
は
如
何
に
其
の
本
能
の
强
き
が
を
語
る
ベ
し
。
斯 

.如
き
里
存
欲
求
の
結
果
ヒ
し
て
人
類
杏
ぁ
ら
ゅ
る
生
#

へ

| 

は
物
質
上
に
於
け5

s

® .^
#
M
i
n
i
m
u
m
e
:
J
d
s
t
e
n
z

 

を 

J

喪
求
す
。
斯
如
さ
强
度
の
喪
求
は
：其
の
歷
史
上
極
め
て| 

f
t大
な
る
影
響
を
與
ふ
る
乙
S
論
な
し
。
此
の
點
に
於 

<:
歴
史
上
に
於
け
る
經
，濟
的
重
要
：は
認
む
ベ
く
、
人
類
，

.
文
化
に
關
す
る
緻
濟
的
說
明
が
心
理
學
的
に
•一」

の
基
礎
；
 

「

を
有
すV

J

云
ふ
を
#.
.
べ
し
。

然
乍
ら
事
實
上
吾
人
が
物
^
上
の
最
低
生
存
に
滿
足
.
.
 

し
能
は
ざ
る
は
.、
他
に
；史
に
物
を
M
得
占
有
せ
ん
e
す… 

.
;
:
:
る
本
能
:0
*
す
る
が
‘敗

/1
^
'̂:
°
斯
免
&
本

能

は

其

の

.
他 

'の
本
能
ど
相
待
っ
.て
何
が
人
類
の
*

小
要
求
の
欲
盤 

m
i
n
d
e
r

 

dringende B
e
d

口rfnisse 

な
る
か
、
其
の
限
界 

を
分
明
な
ら
ざ
ら
し
む
る
も
の
な
6
。
斯
如
き
難
問
を 

笫
十
三
怨(

八七九

)

雜
錄
經
濟
的
史
觀
論
空

.j

>

に
解
釋
せ
ん
ど
欲
す
る
に
あ
ら
す
、
唯
斯
如
き
占
_ 

有
獲
得
の
本
能
は
殊
に
近
世
經
，
.濟
組
織
に
於
て
、
著
し 

く
重
耍
の
程
度
を
增
加f

o

そ

は

現
代
吾
人
の
有
す
：
 

る
所
有
本
能
は
典
の.的
物
を
貨
幣
て
ふ.形
爐
物
ic

求 

む
る
が
故
な
り
。
然
る
に
其
の
貨
幣
れ
る
や
單
に
吾
人 

の
生
活
維
持
に
必
要
なる
%
的
財
を
の
み
購
入
し
得
る 

に
止
，ら
ず
。
精
神
的
所
産
を
も
貨
幣
に
換
算
せ
ん
と
す 

る
傾
向
あ
b

。
斯
如
く
し
て
貨
幣
‘一

見
凡
を
如
何
な 

る
も
の
な
り
と
も
是
と
交
換
し
得
ざ
るも

の
な
き
.が
如 

1

へ
し
。
故
に
.經
濟
的
なる

語
を
貨
幣
に
稱
量
し
得
る
も
の 

一
て
ふ
意
陳
な
り
^
す
る
時
は
經
濟
的
史
観
論
て
ふ
意
義 

\

は
稍
々
廣
義
に
解
释
せ
ら
る
、
恐
れ
あ.
b
。
現
代
經
濟 

一
組
織
に
於
け
る
最
も
有
利
有
益
な
る
機
關
た
る
貨
幣 

t

t

s

五
！！

人
に
多
く
の
興
味
あ
る
而
も
難
しS

間
題
を
提 

' k

す
。
然
乍
ら
こ
、
に
は
物
質
を
所
有
漉
得
せ
ん
ビ
欲 

す
る
本
能
が
、
外
見
は
車
に
貨
幣(£
稱
す
る
一
物
質
獾 

得
の
形
式
に
現
る
、
に
拘-ら
ず
、
其
の
内
容
に
於
て
‘は



第

十

湯

(

八
八
〇
> 

雜
錄
赭
濟
的
史
觀
論
の
德 

ai
vc1
層
廣
汎
な
る
も
の
を
も
咨
む
こ
S

を
知
り
、
农 

つ
て
以
つ
て
經
濟
的
史
舰
論
の
®

義
を
餘
6

に
擴
張
し 

_

大
に
解
■

せ
ざ
る
や
ぅ
注
意
せ
ば
足
れ
6

。

次
に
一
言
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
事
は
、
斯
如
&
所
有 

獲
得
の
本
能
は
又
こ
い
にt

の
.經

濟

的

爭

闘

を

喚

起

す
 

る
こ
ビ
な
り
o
即
ち
生
き
ん
と
す
る
本
能
は
自
己
保
存 

の
發
露
な
り
。
占
有
獨
得
の
本
能
は
典
の
根
本
を
自
己 

保
稃
に
發
す
ビ
雖
も
、
®
の
限
界
を
脫
す
る
時
は
自

己 

注
張
の
要
求
た
6
。
；自
己
を
主
張
せ
ん
ヾ
し
す
^
各
個
體 

は
、》

V
、
R
最
も
原
始
的
な
る
爭
闘
を
開
始
せ
ざ
る
を 

得
ず
？

：

5i
に
マ
シ
ュ
ー
ス
，が
經
濟
的
史
觀
論
に
反
對
の
要
素 

な
り
ビ
云
へ：

る
親
の
慈
悲
、
胃
險
、
名
#

、
遯
戯
、
光
.

:

榮
等
の
感
情
、
' 
及
び
藝
術
的
衝
動
は
物
質
的
欲
蕻
以
外
^

の
本
能
の
發
露
に
外
な
ら
t

然
乍
：ら
此
等
本
能
の
®

本
を
見
る
時
は
、
す
で
に
前
述
せ
、る
が
如
ぐ
自
己
保
存
：

ビ
自
己
主
張
ど
に
歸
す
る
こ
と
を
得
ベ
し
。
親
の
子
を

第
七
號
七
八
.

.

.

愛
す
る
は一

見
自
己
保
存
を
？?
足

す

る

が
il
l
し
と
雛 

も
、
2
1己
の
永
顧
を
希
摆
ヤ
:^
木
能
ょ
り
見
れ
ば
、
そ
.
 

は
性
您
的
本
能
ど
共
に
，i

a
の
“

已
保
存
苳
見
る
を
'# 

へ
し
。
況
ん
や
眞

R
子
の
爲
め
に
./I
る
a
解
t

缺
け
る 

愛
情
の
如
き
、
或
は
乂
自
已
0
生
.活
0
た
'め
に
其
の
,
 

を
崔
つ
る
者
の
あ
る
R
於
て
は
必
ず
し
も
眞
^

子
の
_た 

め
に
の
み
子
を
愛
す
る
も
の
と
云
ふ
を
得
す
-、.名
部
>
>
、
-

 

胃
險
心
の
如
き
は
.
.

f

に
自
己
を
認
識
.せ
ら
れ
ん
こ
と
を 

欲
求
す
る
.も
の
に
し
て
、
自
己
主
張
の
一
形
態
に
外
な

>

 ̂
^
7 
o

然
乍
ら
斯
如
さ
は
こ
、

.0
關
題
に
あ
ら
ず
、
唯
物
質 

的
以
外

の

是

等

の

本

能

が

如

何

な

る

影

響

を

文

化

，
に

'及
-
 

ぼ
す
や
、
吾
人
の
經
濟
的
行
爲
祀
如
何
な
る
限
#
を
，提

，
 

供
す
る
や
に
あ
り
。
そ
は
明
に
經
濟
的
史
觀
論
K

對
す

-

る

I

限

蓉

6

。

す
で
に
述
べ
た
る
如
く
、
吾
人
の
行
動
は
必
ず
し
も 

經
濟
的
理
論
に
基
き
て
行
は
る 

>
に
あ
ち
ず
。
あ
る
物

I
i
I
1

I1
I
I
1I
I:

ifI

1I
|
[

品
I

入
す
る
際
に
ノ
霖
の
剑
斷
を
下
す
に
は
其
の
時 

K
於
け
る
本
徜
的
衢
動
の
力
预0

て
力
あ
り
。
現
今
の 

如
き
物
價
騰
貴
の
際
に
於
て
も
尙
ほ
化
粧
品
、
裝
钸
品 

等
は
物
の
品
質
ょ
り
も
寧
ろ
高
®
な
れ
ば
な
る
程
®
行 

良
好
な
る
ヵ
免
き
事
»
は

、
.
^
も

ょ

く

人

凝

の

本

彼

的
 

行
動
の
如
何
に
有
力
な
る
か
を
語
つ
て
餘
b

あ
り
と
云 

ふ
べ
し
。
‘尙
ほ
亦
胃
險
の
だ
め
に
身
命
を
损
じ
、
名
#

.

.の
た
め
に
生
命
を
棄
つ
る
行
爲
は
、
少
く
と
も
生
命
の 

持
續
を
极
底
S
す
る
經
濟
的
見
地
ょ
り
し
て
は
解
释
す 

ベ
.か
ら
ざ
る
も
の
^
り
。

ラ
ブ
リ
オ
ラ
は
歷
史
は
典
の
全
體
を
包
括
せ
ざ
る
べ
.
 

か
ら
ず
、
且
亦
其
の
內
>1>
ビ
外
皮
'ビ

the 

kernel 

a
n
d

'tile..husk

は
.
.一
つ
で
あ
る
，
云
ふ
藥
實
ょ
'
,ゎ
次
.の
三
つ
■
 

,

1
論
せ
り
。

i

, 3
に
f

m

l

 

historic?soclal 

determinism 

に
於
け
る
原
因
^
結
果 

S
の
關
係
は
個
人
心
理
學
の
主
®
的

定

命

主

義the 

subjective 

determinis

日
R
於
て
は
明
撒
な
ら
ざ
れ
ざ

第
十
三
卷
ハ
八
八
S

雜

錄

經

^
"H'
J
tf
l
觀
論
の

t
:

派

式

的

：抽

象

的

猶

學

に

於

V
:

は
、
.
決
定
的
動
機
.
 

m
o
t
i
v
e

な
く
し
て
欲
求w

i
s
h
:

な

き

が

故

に

•
•
#

意

志
 

e
v
e
r
y

 v
o
s
o
r
L

に
就
て
動
機
を
#•
見
す
る
こ
と
難 

ぁ
参

。
然
乍
ら
斯
加
き
動
機
及
び
欲
求
の
下
に
兩
者 

.
の
原
凼
cr
Q
i
s
i
s
ぁ
^v:

j

斯

如

き

拟

山

は

一

方

常

^

の 

フ
：社
會
狀
態
ょ
6
發
住
し
、
他
方
古
代
ょ
り
邀
傅
せ
る
有 

I

機
的
性
質
、
o
^
s
^
o 

disposition

の

內

に

陰

さ

れ

^

名 

も
の
な
6
。
斯
如
き
は
即
ち
歷
史
的
定
命
主
義
な
る
も 

の
に
し
て
、
其
の
宗
敎
的
、
政
：治
的
、
美
的
、
威
愦
的 

，の
：
動

機

の

根

本

に

物

質

的

滌

件

の

.橫
は
る
こ
X
を

*

過 

す
ベ
か
ら
ず
。
斯
如
き
條
件
の
硏
究
に
吾
人
は
唯
其
の 

原
因
.の
，
何

た

る

か

を

論

ず

：
る

に

止

ら

す

、
.
如

何

な

る

も
 

\

の
に
依
つ
て
其
の
起
原
が
沐
明
な
る
に
、も
拘
ら
ず
動
機 

V
J

し
て
意
識
R

现
る
ゝ
形

を
-'
<
hる
に
至
6
.し

か

を

：硏

洗
 

せ
ぜ
る
べ
か
ら
す
。
.

(

第
：ーー
 

>に
す
べ
て
の
祓
雜
な
，る
歷
.
 

史
的
現
象
を
經
濟
的
範
疇
に
歸
せ
し
む
る
に
あ
ら

^

' L 

-

て
、
す
^

て

:0
廳
*;
漏
事
|
|
^
、
分
'»
、
類
別
；、接
^

:.
.,,»

 

1R
紙
；
，
.
.

-

i

w
 ン
-
.七
九
'*
'
:
.
.
.
.
.
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經
濟
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史
觀
論
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似
値

笫
七
隗

〇

缒
設
等
を
必
要
と
す
る「

极
木
砂
經
濟
的
組
織
の
助
け 

を
以y

、
」

b
y

 
m
e
a
n
s

 

o
f

 

t
h
e

 

u
n
d
e
r
l
y
i
n
g

 

e
c
o
n
o
m
i
c

 

s
t
r
u
c
t
u
r
e
.
(

マ
ル
ク
ス)

「

最
後
の
分
析」

p
#
. 

gfo
f
J
S 

(
H

ン
ゲ
ル
ス)

に
於
.て
説
明
せ
ん
と
す
る
な
り
。
此
の 

結
嘏
と
し
て
、

.

(

第
三)
^

根
本
的
經
濟
的
紐
織
ょ
り
全) 

饊
の
歴
史
を
描
寫
せ
ん
に
は
社
會
心
®
學

s
o
c
i
a
l

 

p
s
y
?

 

M
o

g
y

 

(

適
當
の
名
稱
に
あ
ら
す)
の
智
識
を
必
要
^
 

す
。
勿
論
個
人
的
意
識
を
否
定
し
去
つ
て
社
會
的
㈱

# 

s
o
c
i
a
r
p
s
y
c
h
e

の
想
像
的
存
，在
を
說
ぐ
に
あ
ら
す
。
斯 

如
#

ば
軍
な
る
神
秘
^

義
に
過
ぎ
ず
。
斯
如
き
祉
會
心
' 

理
學
は
典
の
性
質
ど
し
て
常
に
偶
然
的c

i
r
c
u
m
s
t
a
n
t
i
a
l

 

な
れV

、

所
謂
人
類
智
爾
の
袖
象
的
一
船
的
過
程
を
云 

ふ
に
あ
ら
す
し
て
、
^

に
»

別
な
る
双
態
の
下
の
#
別 

な
る
構
造a

 

s
p
^
c

BHe
c
r
f
o
r
m
a
t
i
o
n

を
云
ふ
な
b

ゃ
以 

上
こ
れ
を
要
す
る
fc
人

類

を

、決

定

す

る
意
識
の
形
式
を 

論
#

る
K

あ
&

す
し
'て
、
其
の
意
識
を
決
窟
す
る
人
歡 

Q
.

狀
態
を
云
は
ん
.と

欲

す

る

な

ら

。

.
，

然
し
斯
如
き
意
識
の
形
式
は
人
生
の
條
件
R

依
つ
て 

決
定
さ
：;̂
>

も

、

を

れ

自

身

に

：
於
、
て

亦

藤

：
史

.
の

一

部

を
 

形
成
す
。
こ
は
單
に
經
濟
的
分
解
に
存
す
る
0

み
な
'ら 

ず
、
す
べ
て
の
他
の
分
：析
の
結
合
.に
存
す
。
換
言
す
れ 

双
滕
I史
上
根
本
的
經
濟
組
織
に
依
ら
ざ
る
#
«
は
な
け 

れ
ど
も
、
又
そ
が
迷
倩
的
た
る
と
、
實
驗
的
^

る
^

衝 

動
的
れ
る
と

’

反
省
的
^

る
^
,
、

又
空
想
的
ぬ
る
と 

理
論
的
た
る
と
を
問
.は
t

決

定

'
さ

れ

し

意

識

形

式

を
 

同
時
^

成
は
そ
机
と
前
後
し
て
伸
は
ざ
る
事
實
な
⑷ 

吾
人
は
滕
史
的
定
命
主
義
に
關
し
て
は
後
^
說
く
の 

必
製
ぁ
れ
ば
、
こ
、
に
は
深
く
觸
る
、
の
必
要
を
認
め 

ず
o

唯
ラ
ブ
リ
ォ
ラ
の
云
-^
斯
如
き
意
識
^
稱
す
る
も 

の
、
內
^

櫥
動
的
^

働

く

1

の
力
と
し
て
、
本
能
的
行 

動
の
存
し
、
時
^

經
濟
的
理
論
：に
反
す
る
行
動
を
な
す 

，J

と
を
認
め
得
机
ば
^

f

 
o

而
し
て
斯
如
き
意
識
の 

他
.の

半

面

と

し

て

，
、

本
能
に
對
し
て
經
濟
的
^ :

命
*

^
 

を
否
足
せ
ん
と
す
る
も
の
.は
、
自
由
意
思
の
到
斷
な
が

I.I

!：

!

I ‘ 
1
S.
1

I-

!

s
t;
。
斯
如
き
理
除
的
剑
斷
當
は
人
熟
を
し
て
账
の
'

.
左
治
さ
る
V
も
の
'
f

"や
？
換
言
す
奴
ば
經
濟
的
史
» 

動
物
&

な

ら

し

の

賢

類

t

沐
能
的
衝
動
生
活
を
の
み
關
係
し
？
理
性
的
自
由 

/ 

.
に
ょ
ぐ
自
由
意
思
の
存
在
す
：る
に
依
りv

の
み
可
能
な
意
思
の
生

&
に
は
何
等
#
興
す
る
こ
と
な
き
や

る
も
の
な
り
。
人
類
の
道
徳
も
文
化
も
唯
此
の
點
ょ
b

經
濟
敗
文
.化
の
發
戚
は
'
mJt
に

吾

人

の

生

存

您

ひ

-
介

瓦 

の 

>
 派
沘
す
。
換
言
す
れ
ば
0
然
_
本
能
的
要
求
f
c基
一
の
み
を
^

て
滿
足
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
勿
論
無
限
な 

.
く
敗
望
微
値B

e
&
r
f
n
i
s
w
e
r
t
;

の
•外

に

，
理

想

的

自

to
意

思

|

る
所
有
愁
の
充
足
に
凿
し
て
は
殆
ど
其
.の
版
足
は
不
可 

的
要
K

に
基
く
理
性
價
値V

e
r
n
u
n
f
t
w
e
r
t

の
意
識
存
す|

能
な
り
乙
離
も
、
ヵ
、
る
所
有
愁
を
無
視
す
る
と
も
.^

.

る
.
^
,
。
'

'

ほ
吾
人
の
精
神
的
力
作
を
可
能
な
ら
し
む
べ
'き
物
質
的 

'
吾
人
々
*:
の
藤
史
の
限
本
.的
要
素
と
も
‘見
る
べ
き
も
文
化
の
必
要
な
る
こ
ビ
論
を
待
托
^
。
斯
如
■き
.は
.物
質 

ぐ
少
^
、：
す
で
に
鐵
べ
尨
る
本
雒
對
自
由
意
思
の
兩
者
な
；

铷
文
化
の
植
神
的
文
化
^
必
樊
な
る
所
以
な
れ
r
も
、
 

(

r

t

.經
濟
的
史
R
脚
は
斯
如
き
耍
素
の
胤
潜
に
於
て
戢
- -
物
質
的
文
化
を
經
營
發
戚 

軍

に

，
本

能
'

■

も
展
烈
な
る
生
存
的
本
能
及
び
最
も
重
大
な
る
占
有
本
—
的
衝
動
の
み
に
依
る
に
ぁ
ら
^
し
て
、
理
性
的
剑
^
為 

,

條
を
« !
本
ビ
す
る
が
故
に
：、
本
能
的
衝
動
0;
'
動
機
を
0]
一
;1

を
待
つ
こ
と
極
め
て
大
な
り
？
斯
如
&
は
寧

ろ

近

‘
欺
 

膝
®
學
：

g

に
追
求
しV

、そ
こ
に
因
喪
關
係
を
慷
見
し
、

產
業
組
織
の
滕
徵
に
し
て
、

マ
1

シ
ャ
少
は
是
に
；名
対 

.
經
.
■
的
定
命
主
義
に
到
達
す
る
こ
と
必
す
し
も
難
事
に
' 

ぐ
を
&
熟
慮
的

l

'̂
r
a
t
l
s
s
:

在
.る
名
稱
を
於
つ
て
へ 

ぁ
ら
す
。
然
乍
ら
非
經
濟
的
木
S

®

く
f

、
吾

八

せ

り

ザ

經
-濟
學
に
於
て
特
に
硏
究
す
る
人
生
の
一
面
は
-
 

の
經
濟
的
行
動
遙
く
斯
如
き
本
能
. 的
生
存
欲
に 
の
み 

人
の
行
動
が
最
も
熟
藤
的
な
る

一
面
に
しV

、

又
人
が
‘
 

?

§
 

(

八
八
§
 

0

膝 

'經
於
費
觀
繁
，摄

：
’ 

_ 

第
七
啟
~

八
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濟
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史
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特
定
の
行
爲
を
始
む
る
前
に
邦
の
行
爲
の
科
害
を
打
算 

す
る
こ
^

最
も
頻
繁
に
.行
は
.；
る

、
，
一

面

な

ぅ

。

而

し

て
 

此

の

1

而
た
る
、
人
が
風
俗
慣
習
に
從
ひ
特
別
に
合
理 

的
打
算
を
試
み
ず
しV
行
爲
せ
る
場
合
に
於
て
は
、
其 

め
風
俗
慣
習
自
體
が
賊
に
廊
々
の
行
動
を
線
密
伃
細
に 

'
考
査
せ
る
結
果
上
b

生
じ
た
る
も

の

なi

ど
確
言
し
て 

:

粗
ぼ
誤
ら
ざ
る
人
生
の
方
面
*

る

な
!)
(
。

」

即

ち

生

存

的
 

本

能

は

こ

、

に

於

て

は

其

0
衢
動
性
を
紙
却
し
て
、
冷 

靜
な
る
a

性
的
判
斷
.の
.聰

圍

に

入

ら

ん

す
。

¥
も

尙

； 

ほ

其

，
の
：
原

因

結

果

を

考

虛

す

る

結

果

、

：
こ

S

に

—
の
自
' 

然
刺
學
的
因
果
關
係
を
想
像
せ
し

む
。
' さ

れ
r

こ

は

暫
 

く

後
節
に
讓
&

、
生
存
的
本
能
を
脱
却
せ
し
經
濟
的
#

.
 

慮
は
經
濟
的
史
觀
.論

の

；
！
，
，
原

理

た

る

社

會

の

產

業

組

織
 

變
J S
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
見
ん
。

.

.

生

存

的

本

能

に

’
の

み

に

港

く

產

業

粗

織

の

變

粟

ぁ

り
 

ど
甘
ばr

を
は
恐
ら
ベ|

の
群
集
的
連
動
れ
る
ベ
く
、
 

流
血
の
：̂

事
は
論
ず
る
迄
も
な
ぐ
、
恰
も
か
の
荒
野

^

s

$

s

§

M

M

i

h

§

§

t

M

i

s

s

s

.

.

, 

|
々
<>ふ

に
餌
を
爭
ふ
餓
虎
の
^
関
に
遠
か
ら
ざ
る
べ
し
。
然
拉 

ら
理
性
的
判
斷
に
基
く
歡
業
龃
織
の
革
新
は
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